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令和３年度施政方針

令和３年第１回南風原町議会定例会の開会にあたり、

予算案をはじめとする各議案の説明に先立ちまして、私

の町政運営に対する所信を申し述べ、町民及び議員各位

のご理解とご協力を賜りたいと存じます。

はじめに

去る２月13日深夜に東北地方を大きな地震が襲い、多

くの負傷者、住宅被害が相次ぐなど災害に遭われた方々

へ心よりお見舞い申し上げます。一日も早い復興を願っ

ています。また、昨年の2月14日に沖縄県内初の新型コロ

ナウイルス感染者が報告され、その後もウイルスは猛威

を振るい、町内でも多くの感染者が確認される状況とな

っています。

このような中、町民の皆様には新型コロナウイルス感

染拡大防止対策の取り組みにご理解ご協力を賜り心より

感謝申し上げます。これからも町民の皆様には、マスク

の着用・手洗い・換気・消毒など感染防止に努め、「新し

い生活様式」の実践のご協力よろしくお願いいたします。

本町も引き続き新型コロナウイルス感染拡大の防止及び

感染拡大の影響を受けている地域経済や住民生活の支援
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等を行います。

次に、私が掲げました未来へつなぐ「愛・夢・安らぎ」

をスローガンに、平和な町づくり、教育文化の町づくり、

福祉の町づくり、豊かな町づくり、住みよい町づくり、

健康の増進とスポーツ振興、そして町民参加の町づくり、

この７つの政策に引き続き取り組みます。

今後とも町政運営に対するご理解とご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

それでは、令和３年度に実施する施策について、その

骨子を申し述べます。

■ともにつくる黄金南風の平和郷について
こ が ね は え さ と

「第五次南風原町総合計画」の将来像「ともにつくる

黄金南風の平和郷」の実現に向け、個々の思いを表し、

意見を交わし、地域社会への愛着と誇り、そして自ら責

任を持って暮らす町民が、夢や目標を実現していく、そ

のようなまちづくりを目指して諸施策を展開します。

その基本理念の「平和」、「自立」、「共生」については、

町民平和の日を中心に、「平和」の尊さを願う町民の心を、

国内はもとより世界へ向けて発信する平和なまちづくり

に取り組むとともに、新たな時代の中で、「自立」した多

様な人々が育ち集う、地域力のあるまちづくり、そして

人と人のつながりを大切にした「共生」のまちづくりを

目指します。
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また、第五次南風原町総合計画は５年目を迎えます。

前期基本計画の検証を行いながら、令和３年度は後期基

本計画を策定します。

■みんなで考え、みんなで創るわくわくするまちについ

て

みんなで創る協働のまちづくりを推進するため、広報

紙をはじめ町ホームページ、ＳＮＳ等あらゆる手法を活

用し、わかりやすく必要な情報を発信し、町民と行政の

情報共有を図ります。また、町民一人ひとりが積極的に

まちづくりに参画できるよう出前講座や学習会の開催を

推進します。さらに、自治会との連携を図り、引き続き

町民皆様のご意見が町政に反映されるように努めます。

■きらきらと輝く人が育つまちについて

家庭教育、ふるさと教育、学校教育を通じて、自ら考

え、決め、行動できる人づくり、そして人をつなげるこ

とでより大きな力が発揮できるよう、人と人のつながり

を育む環境づくりを、家庭と学校、地域が一丸となって

取り組みます。

学校教育では、これまで取り組んできた児童・生徒の

基礎学力の定着と併せて、前年度に引き続き「読解力」
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の強化に取り組み「確かな学力」向上の推進を図ります。

令和３年度から教育環境のさらなる充実と指導力の強

化を図るため、指導主事を1名増員します。また、令和２

年度に整備・強化した町内小中学校の全普通教室のＩＣ

Ｔ環境を活用し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に

向けて学習の充実を図ります。

幼稚園教育、保育については、子ども達を取り巻く環

境の変化を踏まえた幼児教育の重要性を捉え、専任園長

配置や「幼保連携認定子ども園の検討」など様々な事業

を展開し、より一層の幼稚園教育及び保育の充実を図り

ます。

学校給食については、児童生徒の増に対応する学校共

同調理場の施設整備を図るとともに、安全・安心な給食

を提供し、健康づくりに努め、食育を推進します。

教育施設については、北丘小学校体育館・プールの整

備を行います。更に公立幼稚園、小中学校のLED照明へ切

り替による、環境改善と温室効果ガスの削減やコスト削

減に取り組みます。令和２年度から稼働している空調設

備もあわせ、更なる快適な教育環境の整備に努めます。

また、沖縄県の中学校２年生・３年生３５人学級への方

針を受け、本町でも実施に向けて取り組みます。

町民の生涯学習を推進するため、中央公民館や文化セ

ンターを文化活動や学習活動の拠点として活用するとと

もに、地域づくりの拠点として地域と町民を繋ぐ役割を

推進し、幅広い年齢層が交流する機会の拡充を図ります。

また、地域と学校が連携・協働できるよう地域学校協働
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本部（学校応援隊はえばる等）の活用を図ります。

平和学習・交流・観光関連事業の推進については、沖

縄陸軍病院南風原壕群の活用、「子ども平和学習交流事業」

による小学生の派遣、「青少年の国際交流」による中学生

のハワイとの交流を実施します。また、海外移住者子弟

を南米から受け入れ親戚や町民との交流を図ります。

スポーツ振興については、黄金森公園施設を活用した

スポーツキャンプ等を誘致します。また、町民へ広くス

ポーツ実践の機会を設け、生涯スポーツ及び競技力向上

の推進に取り組みます。

■ちむぐくるでともにつくる福祉と健康のまちについて

新型コロナウイルスワクチン接種については、庁内に

プロジェクトチームを設置し、町民への接種が円滑に実

施できるよう準備を進めています。ワクチン接種に期待

する町民も多く、一日でも早くワクチンを接種すること

ができ、町民の安心につながるよう万全の体制で取り組

みます。

子ども・子育て支援については、本町独自で実施して

いる、中学卒業までの子ども医療費助成の現物給付を引

き続き実施します。

保育所待機児童の解消に向けては、３０名定員の保育

園増築と小規模保育園１園の開園による定員増及び認可

保育園との連携した保育士確保策を継続して取り組みま
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す。

子どもの貧困対策等については、子育て家庭が社会的

に孤立することのないよう、引き続き居場所の設置や若

年妊産婦の支援を継続し、支援を必要とする子ども達を

支え、健やかな成長を図ります。

障がい者（児）・高齢者支援については、「第９次南風

原町高齢者保健福祉計画」、「第５次南風原町障がい者計

画・第６期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画」

を策定します。そして安心して生活ができるよう福祉サ

ービスの充実及び相談支援体制の強化に取り組むととも

に、地域包括ケアシステムの更なる発展を図ります。

町民の健康づくりについては、生活習慣病の予防に重

点を置くとともに、学童期の生活習慣病予防の取り組み

や妊産婦から子育て期までの切れ目のない支援の強化を

図ります。

国民健康保険事業の運営については、沖縄県国民健康

保険運営方針に示された市町村の役割をしっかりと担い、

県と連携し安定的な運営に向けた取り組みを推進します。

■工夫と連携で産業が躍動するまちについて

農業振興については、農地の有効活用を推進し、農地

の保全や土壌改良・地力増強を促進するための土づくり

奨励補助を継続します。拠点産地である、かぼちゃの増

産支援のためのミツバチ巣箱設置や花粉交配用品種の導
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入などの助成を実施するとともに、新規就農一貫支援事

業の活用による生産農家を支援し、農業経営基盤の強化

に努めます。また、町農業委員会の農地利用最適化推進

委員、ＪＡおきなわ、農地中間管理機構と連携し耕作放

棄地や遊休農地を解消し、農地の確保・集積を行うとと

もに、農業次世代人材投資資金交付金の給付等により、

新規就農者等の農業の担い手育成に取り組みます。

基幹作物であるサトウキビ振興については、病害虫対

策や種苗配布に対する補助等による生産振興を図ります。

畜産振興については、経営の安定化を図るため、引き

続き家畜公害・環境保全対策事業による支援を行うとと

もに、昨年沖縄本島で豚熱が発生し、予防接種が義務化

されたことから、新たに家畜伝染病予防事業を活用した

支援に取り組みます。

商工振興については、「南風原町地域ブランド構築・展

開プロジェクト」事業により、特産品の商品開発や、販

路拡大を町商工会と連携し取り組みます。また、中小企

業に対し、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金を活用し様々な支援に取り組みます。今後も町内

中小企業の経営基盤の強化が図られるよう支援を強化し

ます。また、本町への新たな企業立地の促進・支援を強

化し、雇用拡大を図ります。

伝統工芸産業振興については、振興計画に基づく「後

継者育成事業」等を実施し、琉球絣・南風原花織の従事

者の減少に対応し若手を中心に育成することで、現代の

新しい感性を持った後継者の育成を琉球絣組合と連携し
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て取り組みます。

観光振興については、観光協会と連携して観光施策の

推進・振興に努めます。

■みどりとまちが調和した安全・安心のまちについて

都市化や生活スタイルの多様化が進むなか、地域にお

ける安全・安心な環境基盤づくりを地域と協働し取り組

みます。

道路事業については、引き続き町道10号線及び町道73

号線の整備を行い、町道68号線は照屋橋の整備に着手し

ます。また、新たに町道48号線において、災害未然防止

のための設計業務及び道路整備に着手します。

街路事業については、引き続き津嘉山中央線の道路整

備を行います。更に、観光景観美化整備事業により、フ

クギ並木通りの整備を行います。

公園事業については、引き続き黄金森公園の老朽化施

設の更新と津嘉山公園の整備を進めます。更に、黄金森

公園においては、県道宜野湾南風原線の拡幅に伴う区域

の変更及び屋内運動施設の建設に向け取り組みます。

津嘉山北土地区画整理事業については、旧津嘉山ハイ

ツ区域の宅地造成及び本部公園線等の整備を進めます。

下水道事業の汚水整備については、津嘉山北土地区画

整理事業区域内と山川地内に計画する汚水幹線を重点に

整備し、併せて下水道接続の普及活動を強化します。雨
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水整備では、引き続き照屋地内の整備を進めます。

農業集落排水事業については、神里地区汚水処理施設

の老朽化に伴う再整備事業の採択に向け業務を進め、各

世帯の接続の普及活動も促進します。

計画関係については、引き続き南風原北インタ－チェ

ンジ周辺土地利用計画の策定、都市マスタープランの見

直しを行います。南風原南インターチェンジ周辺につい

ては、照屋地区の区画整理事業化に向けての地権者支援、

そして津嘉山地区の事業化検討を行います。また、新た

に交通基本計画策定に取り組みます。

交通安全施設整備については、引き続き路面標示、横

断防止柵等の整備を行います。

■環境と共生する美しく住みよいまちについて

住み良い住環境と循環型社会の実現に向け、町民やＮ

ＰＯ、企業・事業所等と連携し、ごみの減量化と資源化

・再利用を促進します。また、ごみの不法投棄等につい

ては、不法投棄発生箇所を中心にパトロールを強化し、

立て看板等の設置や関係機関と連携を取り対策を講じま

す。

次世代を担う子どもたちへの環境教育・環境学習も重

要なことから、「はえばるエコセンター」を活用した各種

環境講座や学校との連携による環境学習支援事業を実施

し、環境意識の高揚を図ります。
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町民の生活に密接した悪臭、騒音、水質汚濁、振動等

の公害問題については、各関係機関と連携し生活環境の

保全に努めます。

■健全な行財政運営について

平成30年3月に策定した「第四次南風原町行政改革大綱」

の「協働によるまちづくりの推進」「持続可能な行財政運

営の推進」「組織力の強化と人材育成」の３つの基本方針

を柱に「行政改革大綱実施計画」に定めた具体的な取り

組み事項を推進し、効率的な行政運営に努めます。

また、第三次財政健全化計画に基づき、将来にわたっ

て安定したサービスの提供がおこなえるよう、健全で持

続可能な財政運営に務めます。また、情勢等の変化に注

視し、緊急的な課題に対しては機動的かつ柔軟に対応し

ます。今後も引き続き、南風原町に「住んで良かった」「ず

っと住み続けたい」、そう思っていただけるような魅力あ

る町づくりに、誠心誠意取り組みます。

■予算編成について

令和３年度の予算編成は、これまで申し上げた施策に

重点を置き、新型コロナウイルス感染拡大による難局を

乗り越え、前進するための予算を編成しました。感染症
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対策を講じながら、子ども子育て支援、教育環境の整備、

各種福祉サービスに重点的に予算を配分し、各施策を推

進するために幅広く予算を計上しています。結果、一般

会計予算総額は14,737,195千円となり、対前年度比1,031,

195千円、7.5％の増となっております。

おわりに

以上、令和３年度の町政運営についての考え方と主要

施策の概要などについて述べました。

予算以外の審議案件として議案６件、また、追加議案

として数件提出する予定です。令和２年度補正予算の議

案については、先議案件とさせていただき議員各位の慎

重なるご審議の上、議決を賜りますようお願い申し上げ

ます。

令和３年３月４日

南風原町長 赤 嶺 正 之


